






　昭和 54 年 2 月 16 日(金)学士会館に於いて班会議を行ない、昭和 53 年度の

研究成果について発表並びに討議を行なった。

1)東邦大学第一内科に於いては、国立神経センターとの共同研究によりガスリ

ー法の乾燥濾紙血液を用いる TSH 測定法によるスクリーニングを継続し、約 10

万検体のうち 10 例を先天性甲状腺機能低下症と診断した。また測定法の簡便

化をはかり 3mm ディスク 2枚を用いても TSH の測定が可能てあることを示した。

一方、濾紙血を用いる T4 の測定を行ない約 17,000 例について TSH と T4 の同

一サンプルにおける測定を行たった。そのうち 2 例ては TSH が高値て T4 が低

値てあり原発性甲状腺機能低下症と診断された。しかしながら T4 の測定にお

いては正常値との境界例が多数あり、その処理に問題があると考えられた。


